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大正 7 (1918)年 1月5日

昭和10(1935)年 3月

昭和14(1939)年3月

昭和16(1941)年12月

昭和17(1942)年 1月

2耳

12月

昭和18(1943)年7月

昭和20(1945)年10且

昭和21(1946)年10月

昭和23(1948)年4月

10月

昭和24(1949)年4月

12月

昭和25(1950)年 7月

昭和29(1954)年4月

昭和30(1955)午4月

昭和32(1957)年4月

昭和33(1958)年4月

昭和35(19ω〕年4月

昭和田 (1961)年 4月

昭和41(1966)年4月

昭和42(1967)年4月

5月

昭和42(1967)年10月

昭和43(1968)年 1月

木原正雄教授略歴

京都市に生まれる

京都市立第一商業学校卒業

恰繭賓学院卒業

立命館大学法経学部経済科卒業

満洲国総務庁高等官試補

兵役〔同年8月初日まで〉

満洲建国大学高等官試補 (1943年5月15日まで〕

民族研究所調査事務嘱託

民族研究所助手

文部教官叙3級〔京都帝国大学経済学部勤務〉

大阪商科大学経済学部非常勤講舗

京都府立医科大学附属女子専門部非常勤講師

大阪市立大学経済学部非常勤講師

京都大学経済学部講師

京都大学経済学部助教授

神戸大学経済学部非常勤講師 (1956，1960， 1966， 1968， 

1971， 1975， 1977， 1979年度n
大阪外国語大学非常勤講師 (1957年度まで〕

関西大学商学部非常勤講師 (1963年度も〕

立命館大学経済学部非常勤講師 (1961年度まで)

愛媛大学文理学部非常勤講師 (1962，1964， 1966， 1968年

度も〉

富山大学経済学部非常勤講師 (1962，1979年度も〕

京都府立大学文家政学部非常勤講師 (1967年度まで〕

高知大学理学部非常勤講師

愛知大学法経学部非常勤講師

立命館大学2部経済学部非常勤講師 (1972，1977年度も)

神戸大学大学院経済研究科非常勤講師 (1968，1969， 1971， 

1975， 1977年度も〕

京都大学経済学博土

社会主義経済学会幹事(現在に至る〉

京都大学経済学部教授



7月

昭和44(1969)年 3月

昭和45(1970)年 1月

時和46(1971)年 3月

10月

昭和47(1972)年 1月

4月

9月

昭和48(1973)年 1月

4月

昭和50(1975)年 1月

月

月

月

4

6

7

 

昭和51(1976)年4月

昭和53(1978)年 1月

5月

10月

昭和54(1979)年 5月
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京都大学評議員 (1971年 1月まで〕

京都大学附属図書館商議会商議員〔同年10月まで〕

京都大学経済学部長 (1971年 1月まで〕

資本主義及び社会主義諸国の経済計画の比較研究調査のた

め， ソビエト連邦，チェコスロバキア，ハンガリー，ユー

ゴスラピア，イタリア，フランス，イギリス，オランダ，

西ドイツ，デンマーク，ノルウェー，スウェーデンの各国

を歴訪(同年6月まで〉

京都大学学生部委員 (1972年9月まで)

第9期学術会議会員 (1975年 1月まで〉

立命館大学法学部非常勤講師 (1974年度も〕

京都大学評議員(1974年 1月まで)

京都大学経済学部長 (1974年 1月まで〉

京都市都市提携協議会・京都，キエフ委員会委員

立命館大学経営学部非常勤講師

第10期学術会議会員 (1978年 1月まで〕

〔原子力問題特別委員会幹事，国際学町交流委員会幹事〕

愛媛大学法文学部非常勤講師 (1977，1979年度も〕

京都大学附属図書館商議会商議員 (1977年5月まで〕

軍縮のための国際シンポシウムに日本科学者会議の代表と

して参加(開催地モスクワ〕

竜谷大学経済学部非常勤講晴

京都大学旬年史料委員会部局連絡委員 (1979年3月まで)

第11期学術会議会員 (1981年 1月まで〕

(原子力千和問題特別委員会委員長〉

経済資料協議会会長〔現在に至る〉

名古屋大学経済学部非常勤講師

エネルギー問題の研究のためソビエト連邦， ドイツ民主共

華日国，オ ストリア，スイス，フランス，オヲン〆，デン

マークの諸国を歴訪〔同年6月まで〕

他に 日ソ協会理事，同京都府連合会副会長をつとめる。
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木原正雄教授著作目録

著書

ソ同盟経済論(経済学全書24)

ソ連邦D社会主諸経済

社会主義経済の理論

現代の社会主義(高昇孝と共著〉

編書

社会科辞典〔末川博監修〕

大人名事典〈全10巻〕第7，8巻
外国編

経済成長と構造一一米ソ経済比較論
(豊崎稔編集代表〉

社会主義経済学の生成と発展
(大崎平八郎と共編〕

現代社会主義経済論(長砂実と共編〉

現代日本と社会主義経済学上・下巻
( 砂実と共編〕

大月経済学辞典

監 修

マ博ルと之共ク，監ス宇修「資佐〉本見論誠」次郎の研，究横山上正彦・下，林(岡直本道

編訳書

封書乾議官晶一:真額手学会の

再生経産済と究国民所経研済究バランス (京都大学総合
研 叢書 3)

ベト(大ロ橋フ，隆経憲済と統共監計学修教訳程〉 上・下巻

プレハ ノフ，歴史における個人の役割

価値論争と価と格成果白理論 ソビエト経済学会の

レーニン，経済学評注

三笠書房

訟律文化社

有斐閣

青木書后

泰 西 社

平 凡 社

法律文化社

育木書庖

ミネルグァ書房

大月書庖

大月書庖

新日本出版社

有 斐 閣

有 斐 閣

有 斐 閤

岩波書居

有 墾 閣

大月書庖

昭和25(1950)年5月

昭和田(1961)年8月

昭和41ο966)年7月

昭和44(1969)年2月

昭和25(1950)年 1月

昭11和月29(1954)年 9~ 

昭和38(1963)年 2月

昭和40(1965)午 9月

昭和44(1969)年 9月

昭6和月49(1974) 年 5~ 

昭和54(1979)年 4月

昭10和月55(1980)年 9~ 

昭和31(1956)年 5月

12月

昭昭和和3362(〔11995671)〉年年141月月

昭和33(1958)年10月

II月

昭和49(1974)年 4月
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論文

ソヴェト同盟の賃銀 経済論叢第61巻 4号昭和22(1947)年10月

ソ同盟の貨瞥改革 世論と経済第3巻 6号昭和23(1948)年6月

ソヴェトの労働運動 法律文化第4巻9・10号昭和24(1949)年11月

ソヴェト経済体制の基本的特徴 経済評論第6巻 1号昭和26(1951)年 1月

中国白人民民主主義革命 主京苦手喜子計喜吋号 8月

社会主義経済学における独占理 豊崎稔編「新経済学体系」第3
論(生川栄治と共同執筆) 毒独占〔河出書房〕 昭和27(1952)年7月

ソ同盟の自然改造 立命評論第 5 号昭和28(1953)年 1月

間号室長重量害福AE盟に経済論叢第時 5号 5月

ドイツ民主共和国の経済 経済評論第2巻 11号 11月

形式的な比較論 副島種典氏
の?論文」を読んで 経済評論第2巻 11号 11月

ソ同盟の「中小企業」

外国クャ ナリス。ムからみた日
本経済

計画経済機構

唯物論講話

唯物論講話〈第二講〉

唯物論講話〈第三講〕

唯物論講話(第四講〕

唯物論講話(第五講〕

唯物論講話(第六講〕

唯物論講話〔第八講〉

唯物論講話〔第九講〕

唯物論講話(第卜講〉

労働生産性

生活水準の国際比較

同盟時報第 133 号

同盟時報第 135 号

T7益面私署??事霊長T昭和2叩臼)年10月
禅〔責栗山緑樹院〕創 刊 号昭和田(1955)年3月

禅 第 2 号 4月

禅 第 4 号 6月

禅 第 5 号 7月

禅 第 6 号 8月

禅 第 7 号 9月

禅 第 8 集 10月

禅 第 9 集 11月

禅 第 10 集昭和31(1956)年 1月

「現代社会主義講座山社令主導
の理掘と現状」第2巻社昔主義
の経済法則(東洋経済新報社)

「現代社会主義講座社会主義
の理論と現状」第6巻世界経済
と社会主義 L東洋経済新報社〕

5月

11月

ソ連の固民生活はどうか エつノミスト第35巻 26号昭和32(1957)年6月

価値法則と価格一一商品生産と
価値法貝Ij 経済論叢第80巻 2号 8円

価値と価格〔最前〕 経済論叢第81巻 2号昭和33(1958)年2月



132 (132) 

国家独占資本主義と国民経済
「計画化」 経済政策学の
対象と目的

社会主義経済研究の 1年

経済計画の方法について(1)

経済成長率をめくって

経済発展と計画化一一「経済引
画」の方法について

広い意味での経済学について
一一社会主義経済学四生成と発
展

霊会妻義の国F資本移動(上島
と 同執筆

ソ連の価格形成

国家独占資本とコンピナート

社会主義経済学の生成と発展(均
一一広い意味で由経済学につい
て

広い意味での経済学について
く承前)-f社会主義経神学」
の生成と発展

社会主義経済学の対象について
ベ・ポり リンの見解につ

い1

第127巻第1号

京都大学経済学部編「京都大学
経済学部創立40周年記念経済学昭和34(1959)年5月
論集J (有斐閣)ー

経済評論第9巻 1号昭和~5(19hO)年 1 月

経済論叢第85巻 3号 3月

書斎の窓〔有斐閣〕 第 78 号 4月

経済論叢第87巻 3号昭和36(1961)年3月

立命館経済学第10巻 3号 10月

日パパ年計和一時膨

統
雑
斐

伺
国
情

第 12 号

念事業委員会
の研究一一豊
論文集J (口

6月

B月

経済論叢第91巻 4号昭和38(1963)年4月

立命館経済学第12巻 1号 4月

経済論叢第91巻 6号 6月

社会主義体制の経演(芦田文夫 措波草庵「現代1第3巻社会主
と共同執筆〕 義世界白形成(岩波書庖〕

「ソビヱト経済」り理論一一ラ
ピド。ース，オストログィーチ
ヤノフの見解について

広い意味での経済学についてゆ
T社会主義経済苧JdJ生成
と発展

社会主義建設の理論的諸問題

広い意味での経済学について(4)
『社会主義経済学」の生成

と発展

社会主義社会の性格について

社会主義と農業問題一一協同的
所有を全人民的所有の水準にま
でたかめる方策について〔朝鮮
民主主義人民共和国の社会主義
農村問題にかんするテ ゼ】

9月

経済論叢第92巻 3号 9月

立命館経済学第12巻 4号 10月

経済セミナー第 89 号 11月

立命館経語学第13巻1・2号昭和田(1964)年6月

経済論叢第93巻 6号 6月

経済論叢第94巻 1号 7月



社会主義圏経済の諸問題

Socialism and political econ-
omy 

生産性における利潤要素 ソ
連における利潤導入論争在中心
邑vc
現代思想と経済政策 ソ連白
経済政策とその背景

社会主義経済と刺潤 「ソ連
の資本主義復活」論議によせて

朝鮮の社会主義一一朝鮮民主主
義人民共和国における社会主
義・共産主義への道

社会主義建設と物質的関心の原
則

社会主義体制り最近の変化とそ
白経済政策

3後わが町経済計副の背
「経済計画」と「防衛産

」について

社会主義のもとでの階級闘争

社会主義諸国の動向と問題点

社会主義と農業問題

経済D重化学化と軍軒b

第=次防衛力整備計画と「財問」
の覆活強化

ソ連の産業と経済(1)

ソ連の産業と経済(2)

レ 竺ソと「帝国主義論」
その研究活動と人となり

ブノレY ョア牢命とプロレタりア
草命

社会主義社会の過渡的性格につ
いて

社会主義と金

「第三次防衛力整備計画」と軍
需生産

The militarisation of the Jap 
anese e∞nomy 

安保と日本経済の軍事化

木原E雄教授著作目録

世界経済評論第8巻 8号

(133) 133 

8月

EL芯?Z22vo134，N0・2 10月

産業経理第25巻 1号昭和40(1965)年 1月

経済セミナー第 105 号 3月

エコノミスト第43巻 10号 3月

経済論叢第75巻 4号 4月

経 済第 15 号 9月

皇日本室経鉱済壁政策童話学会料編勤「皇経済欝体制済 昭和41(1966)年9月

経済論叢第98巻 3号 9月

経 済第 30 号 11月

経済評論第15巻 13号 11月

経済研究〔一橋大〕第18巻 1号昭和42(1967)年 l且

経 済第 35 号 4月

永生中立第 10 号 7月

月刊百科第 62 号 11月

月刊百科第 63 号 12月

経 済第 44 号 12月

「憲法研究」特集 5
草命と平和革命〔憲法研究所〕

経 済第 45 号昭和43(1968)年 1月

経済セミナー第 146 号 5月

日
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5月

7月

昭和46(1971)年 1月

10月

12月上旬

12月

12月

昭和47(1972)年 4月

号

号

号

号

号

号

第 127巻第l号

労働教育協会編「安保と私たち
の生活J (学習白友社〕

月刊百科第 82

学習の友第 209

経 済第

労働経済旬報第

経 済第

現代と思想第

経済倶楽部講演

90 

842 

92 

6 

6月

8月中旬

10月

昭和48(1973)年 1月

1月

第109巻4・5・
6号

労働経済旬報第 866 号

経 済第 102 号

経済論叢第111巻 1号

韓iifi鰐主
林栄夫，

富憲
代

叢論済経

ハンガリ (産業と経請)

4次防と「国防白書」

社会主義経済建設の動向

不況対策とインフレーショ γ

社会主義と通貨

社会主義と「疎外」

ソ連り通貨問題

経請発展における軍需生産の役
割について

兵器と物価

現代帝国主義と経済軍事化

軍需生産の諸問題

134 (134) 

経済の軍事化

現代社会主義体制 その発展
段踊〔長砂実と共同執筆〉

12月社会主義財政論

社
じ一拍

角
較
視
比
一
白
。
と
題
制
間
体
価
済
物
経
の
義
日
主
今
会
て

昭和49(1974)年6月
上旬

9月

号

号

11月

昭和50(1975)年3月

651 

125 

号

第115巻 3号

第

第

127 第済

叢

賃金と社会保障

済経

論済

経

経

シミュ νーションの遊戯一一
「文芸春秋」の覆面グノレ プ批判

「産学協同」の実態と問題点

戦後日本における兵器生産とそ
の特徴について一一ロケット・
ミ十イル兵器の生産を中心に

戦後日本田「経済計画」ω
喜本義下の「経済計画」と占
初事申「経済計画」

11月

昭和51(1976)年 1月

3月

号

号

号

139 

141 

143 

第

第

第

済

済

済

経

経

経

戦後日本の「経済計画J(2)一一
「日米経済協力」と「経済計画」

戦後日本の「経済計画J(3)一一
「高度成長」成策左経済計両」

ロッキード疑獄とPXLの国内
開発問題

現fl:;l士会主義論によせて

7月

昭和52(1977)年 9月

号

号

147 

29 

第

第

済

現代と思想

経
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辞「中麗期経済晶計7画」37から戦「経後済日社本 経 済第 162 号 10且

戦「経後済日計本画の経」と済「計防画布〔計5)画」 臨皿 済第 163 号 11用

Pwhanrcadcs r dmuJaclphsaspoln n rleoasdd numd cwt1田iD0tsn aprotdOnicEsauxblmaaodr cpek団netsts - EKcyoont町o田UCniRveemrseitwy Vol-47， 2 昭和田(1978)年 1月No.l 
parti 

最険近な役の軍割需産業中動向とそり危 記盟 済第 171 号 7用

日本軍需産業の新たな展開 経 済第 18.5号昭和54(1979)年9且

「新経済社会7カ年画」批判 経 済第 187 号 11月

日本資本主義の現段階 日本の科学者第15巻 2号昭和55(1980)年2月

日本のエネルギー政策の展開 ギ日本ー科問学題者」会(議大編月書「唐日本〉エネル 3月

新段階にきた日本田軍需産業 8且

済「資論本論」に日ける社会主義経 10且

軍備拡大合理化する「防衛白書」 11且

翻訳

フり・ヴェ・オストロゲ 4チャノ
フ，統計学にかんする論争の結統 計 学第1巻 2号昭和30(1955)年5月
果によせて

書評・紹介

社会科学研究会編「基礎教程社
会科学」

独自な研究への一歩一一東西両
陣営の資料全駆使した展開(野
々村一雄著「ソヴェート 済論J)

P中立的ミな研究方法・すぐれ
た資料的価値 A. M.パイ
ヨフ著，野々村一雄，同稔訳
「ソヴェート同盟の経済制度」

ベ トヮレーム，大崎平八郎訳
「ソヴェト経済の構造」

「経済学教科書」一一各種の研
究会に参加して

社会主義研究の書 「社会主
義講座J(河出書房刊，全八巻〕

学圃新聞(京大〕第四・ 199号昭時(1釘桝日

図書新聞第 250 号昭和122日9(1954)年6月

図書新聞第 264 号 9月18日

経済評論第4巻 4号昭和30(1955)年4月

学園新聞く京大〉 第 807 号 7月11日

学園新聞(京大〕第 845 号昭和i12鵬年6月
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判郎著りや「経す済い入学」門書 岸本誠二 京都新聞 昭和283日2(1957)年 1月

副島種奥「社会主義経済学」 経済評論第7巻 10号昭和33(1958)年 9月

三つの経玉論ウ野」済な体井ど(制芳上の見郎論・解監下・訳〕ヒッ「比グリ ス，ロスト ーマ 日本読書新聞第 1田6 号昭2t〔附〕年7月
済ン編体，制 較日経

重要金か問題の日成理に対論「す社的会問る主題明快義に経な解済答のい
くっ ついて」

朝鮮時報第 508 号昭和54日4(1969)年 7且

高昇孝著「朝鮮社会主義怪済論」 統一評論第 116 号昭和49(1974)年10且

海道進著「社会主義企業計画論」 国民経済雑誌第133巻 2号昭和51(1976)年2耳

新文失し「い社社会会主主義義的像所探有究と一価一値芦論田」 京都民報第 724 号 11月14日

数学者としてり試論 v.グ
ルシ雄義ョ」三フ，訳V「.モーイ L プ著占，社 土以J、
会田主中 コYピュータ

旗 昭和75日2(1977)年 3月

外一昔重論面話序化過懸渡説念し期端」た社諭会に主疑詐義問残霊の研長す究分
日本とソビエト 第 796 号 6月 1日

主学問義題ネ会」を立科体学研的究に所探編る「現代東社京大会 赤旗評論特集版 第 16 号 7月11日

国説本」三郎，仲弘編著「ソ連経済 経 済第 172 号昭和53(1978)午 8月

判郎断編の「基図礎説資原料子提力読体本」 安斎育 赤 旗 昭和2田日(1979)年4月

安日「保本日共米の実産安態党保中のと央新危委段険性階員会」に警出鐘版一局一 文化評論 10用

辞典・事典

ソヴェート同盟の計画経済機構， 大阪市立大学経董研究リ所編「経 昭和お(四1)年6月
ソヴェ ト同盟の社会主義ltiil! 済学小辞典J (岩波書庖〕

ソげヴエ~-→ト同悶盟の唯経済恥〔戦蜘後働〕 寄謹壁臨富醇幸蒜ま喜譲責?門号喜謀1霊霊曹聖軒正F宇昭和制3叩臼略〕年4丹
吾起i品単言語量i詰語古謹轟量長説A品議自語綾量酔併訣油蟻詰鵠隣喜鋳鏡春主， 奇諜摺堅盟E苛警瀧霊謹喜宮智I繍編 「暗経 昭醐和4似削ωK叩叩1凹附9
軍需産業，軽工業 「国民百科事典」第4巻〈平凡社〕

て 業 「国民百科事典J第5巻〔平凡社〕



スクヴォルツォフ}ステパーノ
フ，ス lル?グェ

軍事政策，軍需庫業，経済計画
(日本のλ経済政策，経済政策
(日本の)，経済統制，国民所得
倍増計画，財政〈社会主義のも
とでの)， 社会主義諸国の経済
lアノレパエア人民共和国 oソ
ヴェト社会主義共和国連邦， 12 
そンゴノレ人民共和国， 14ノレーぞ
ニア社会主義共和国，信用制度
(社会主義のもとで"')， 租税
(社会主義りもとでの〕

新聞・論説

社会主義計画経済論
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会編「
うJ'"う昭和44(1969)年12月
版会)

経済学辞典編集委員会編「大月 昭和54(1979)年 4月
経済学辞典J (大月書庖〕

学園新聞(京大〉 第 104 号 昭和23(1948)年12月

昭和26(1951)年6月
64 号 15日

昭和27(1952)年6月
15日

躍進するソ同盟 第4次計画 同志社学生新聞第
と国民牛活

米の顔色うかがうーーモスクワ
会議と政府

立命館学園新聞第 610 号

号-
R
U
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済
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る
11}J15日

スタ←リン白死と平和一一社ι 昭和28(1953)年 3月
主義の恐威に脅える現代資本E 学園新聞(京大〕 第 686 号 23日

霊界の現状とその課題(2)経済 学園新聞(京大〕第叩・ 748号昭喜子山俳4月

「大衆と科学」について 吉
川秀男民主批判する 読売新閣(大阪〉 9且8日
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ロシア・ソグヱト研究発展のた
めに うずもれていたチ zノレ 学園新聞〈京大〕第 823 号
ヌイシェフスキーのこと

ソ連で白日本経済研究

アメリカとソグェト白予算

11月21日

朝日新聞は阪 11且25日

昭和田(1956)年2月
国連京都第 27 号 15日

単なるスターリソ批判でない
一一「ミコヤン演説」の意味す 朝日新聞〔大阪〕
る本田

2月22日
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日ソ交渉と領土問題 分輸分会新会〉聞 (国鉄労働第組合1京6都運号 9月4日

日ソ文化交流への期待 読売新聞(大阪・夕刊〉 10月24日

予質は算楽に編には帳成な方消ら針白し，にとお1千台所億一減一税生も活実 京都新聞 昭和103日2(1957)年 1月

苦ソ悩の経す済る競米争， 自信りソ連 米 中国新聞 昭和23日3(1958)午 2且

主白F意長義蓄える EL吋孝信こ一一ソ新七カ 画 学園新聞(京大〉第 960 号昭露首(195明 1月

東欧社会主義国の経済 学園新聞(京大〉第 1078 号昭和253日6(1961)年9月

ソピエト経済の動向 日(本日とソピ品ト 甜用

ソ協会〕
30 号昭和253日9(1964)年11月

ソ連経済の発展と問題点 日本とソビエト 第 525 号昭和54日2(1967)年 1月

農村問題解決の指針 朝鮮時報第 466 号 2月25日

一十(一上月革社・命下会五〉主十義周革年命と記わ念れわれを して 学生新聞第253~254号 11月 1~8日

重大な意義をもっ文献 朝鮮時報第 541 号昭和204日3(1968)年4且

社会主義的経済統合について 日本とソピエト 第 675 号 12月5日

動きだす日ソ学術交流 日本とソヒ〉ト第 730 号昭?官〔即俳6月

政問衛題策」目所題月在明らかに報で告理論σ前
問11 号に〉ついを読てのん 赤 旗 昭和9田日(1975)年11月

レ ニンから学ぶべきもり 日本とソビエト 第 763 号 11月15日

学カ者ーター大統領の新核政策と科 串初、 旗
昭和52(1977)年 5月
13民

経済学とは 進研新聞第 7 号 昭和l田日(1978)年 7月

た1え0革月て命社会主社義会主革命義のの6必1周然年性示を迎し 日本とソピェト 第 828 号 11月15日

批国力民判D犠政府牲のの「も経と済に7大カ企年業計に画活」 赫評論特集版第 106 号昭問。979)年4且

TMI事故究明学術シンポに参 赤
加して 旗 12月4日



80年代を迎えて

80年代とエネルギ 問題真の解j
決の道一一福田派「これからの
日本」批判

経済軍事化。進展と「死の商人」

科学四軍事利用は英知町冒漬

核兵器と科学者自社会的責任
一一一ラッセノレ. アイ γ、ンユタイ
ン宣言25周年学術会議声明が問
うもり

核渓器と科学者の責任ーーパグ
ヴォツ‘ンュ会議ICSU総会，
日本ヂ術会議の声明と湯JII博士
の提唱

座談・対談

スターリ γは批判されたか一一一
ソ同盟第四回党大会。意義く松
井清，梯明秀，岡倉古志郎〉

ルィセYつり辞職をめぐって
(徳田御稔， A・B・C)
世界政治と世界経済 結節点
・東南アジアにみる(岡肯古志
郎，名和統一，立川文彦〕

社会主義諸圏家問自国際関係
最近の東欧諸国自動きをめ
ぐって(岡本清一，立川文彦〕

大学り自治は「教授会。自治」
か一一滝川・菅原ー相良発言を
めぐってく大西芳雄，河野健二)

革新の時代と経済学D課題〈一
ノ瀬秀文，岩尾裕純，金子ハル
オ，工藤晃， I 

戦後日本の政治とロッキード問
題(陸井三郎，田口富久治，佐
i木隆爾，柴垣和夫，河村望〕

る世界経済(一ノ瀬秀文，
幸，寺本光朗，古川哲，
，北田芳治〕

エネノレギーをめぐる技術と経済
(中島篤之助〕

随筆・他
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日本とソピエト第 853 号昭T官(19剖)年1月

赤 旗 1月4日

学生新聞 3月12日

赤 旗 4月13日

赤 旗 5月16日

赤 旗 12月3日

学園新聞〔京大〉 第 833 号 昭2和7田日(1956)年 2月

自 然第11巻 7号 7月

辛関新聞〔京大〉 第 848 号 7月2日

学園新聞〔京大〉 第 868 号 II月26日

学園新聞(京大〉第 883 号昭3和83日2(1957)年4月

経 済第 121 号昭和49(1974)年 5月

日本り科学者弟1l巷 7号昭和51(1976)年7月

経 済第 153 号昭和52(1977)年 1月

経 済第 193 号昭和田(1980)年5月
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大自然改造計画のこと

わりきれ白就職難の矛盾につい 寸

て L

ソ連の昨今(日曜エッセイ〕

主張・ 1961年Dはじめにあたっ
て

繰り言

輝やかしい生協運動の発展のた
めに 理事長あいさつ

新入生に訴える

努力の人 偉大なレーニン

東欧雑感

学術会議を守ろう

第16回生国総会を機に大き〈発
展そ

無 題

経済の勉強とロシア語

長寿と幸福

大学図書館について思うこと

80年代を迎えて

第 127巻第1号

新音楽・京都版
(京都勤労者音第
楽協議会J

41 号昭刊(19日〕年B月

命第 13 号 11月

昭和32(1957)年11月
10日中国新聞
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(作成者.野津正徳，細川元雄，樫田忠衛〉


